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（取組の概要） 

 本取組は、教養教育（人格教育）と英語教育を統合し、グローバル化する現代社会に

積極的に関わろうとする人間の育成のために、知的レベルでの英語によるコミュニケー

ション能力を獲得することをねらいとしている。 

 現代の世界／社会に関わる諸問題を、学科目として四つのコア群に編成し、４技能を

統合し、コンテンツベースの「英語で学ぶ」学習課程を展開している。テキスト／教材

は、大阪女学院短期大学で開発、編成され、あらかじめ設定された授業内容、授業展開

方法及び評価方法で、統一された授業を実施している。 

 教育効果は、学生による達成度評価や標準テストなどによって確認されており、学生

に一定の達成感や満足感を与え、また英語運用能力が一定の伸びを示していることが分

かる。さらに、学生が、この教育課程によって促された問題意識の立ち上がりから、国

内外の四年制大学の多様な学問領域への編入を果たしていることも、本取組が学生の学

習姿勢と学習動機を豊かにしていることを示している。 

（採択理由） 

この取組は、大阪女学院短期大学の教育目的・教育方針である英語で学ぶ英語専門教

育を実現するため、当短期大学の教授会、カリキュラム委員会での審議を経て、すでに

１６年にわたって組織的に実施されている取組であり、関係者の努力によって当初目標

とした英語運用力の伸長、学習の動機付けを達成するなど大きな成果を上げています。

この取組は、特に英語専門教育に大学の理念からなる４つのコアを設定した教養教育を

結合させ、独自の開発、調査研究、ニュース、新聞などの教材を用い、１年次に読む・

聞く・ディスカッション・文章表現の一連を、２年次には調査研究をテーマに、リサー

チ・プレゼンテーション・ディスカッション・リサーチペーパーの作成手順を、更に国

際理解を深める学習を「英語で学ぶ」教育方式で取り入れ、学生に対して高い学習上の

利益を上げていることについて優れた特色があり、他の短期大学の参考になる事例で

す。 

 


